
 

 

 

 

 

 

 

「命の重みと他者を思いやる心の大切さ」 

校長 尾崎 健次 

 

 暦の上では処暑を過ぎ、尐しは暑さが和らいできているかと思いますが、今年の夏は、日本中が雨

で悩まされました。経験したことのないような突然の大雨で、家を流されたり、命を奪われたりと、

悲しいことに自然の脅威を思い知らされた夏になってしまいました。心から、お見舞いとお悔やみを

申し上げたいと思います。 

来週の月曜日は２学期の始業式です。心と体の準備はできていますか。いつも言っていますように、

すべてをリセットし、気持ちを新たに、新学期を迎えるようにしてください。 

９月７日（日）の体育祭では、「『勇猛果敢』～限界への挑戦～」のメインテーマのもと、全員がそ

れぞれの役割を意識し、各組の団結のため、何事にも自らかかわることを心掛けてください。みんな

で、心のこもった熱い、熱い体育祭にしましょう。 

さて、８月１８日（月）に、全校集会を開き、表題の内容について、校長講話をしました。命の重

みと他者を思いやる心の大切さについて、今一度、いっしょに考えてみたいと思います。 

 

「呼吸が急に変わったのは、夕方近くだった。家族皆が、ありったけの言葉で、 

呼び戻そうとした。大事な大事なものが、ぽろぽろとこぼれて行くようで、 

気が動転した。行かないで、行っちゃ嫌だ。瞬間、父が生から死へと移りゆ 

く様を見た。何かが父から去った……。そう、父が父から去ったのだ。こう 

して人は死ぬのだと、愛する家族がどんなに懇願しても、人は死ぬときは死 

ぬのだよ、ということを私達にしっかりと教えて、父は亡くなった。」 

  

上記の文は、五木寛之氏のある本からの引用です。講話でも話しましたが、人の命は無限ではあり

ません。必ず終わりが来ます。人は誰しも、この世に生を受け、老いて、病気になり、死んでいくも

のです。まさに、「生老病死（しょうろうびょうし）」の世界観です。このことは摂理なのです。この

生老病死という基本的な流れを謙虚に学び、受け止めるなら、人は積極的な生き方を自然に体得して

いくようになると考えています。終わりが必ず来るからこそ、今、生きていること、生かされている

ことに感謝し、精一杯生きていかなければならないと思うのです。さらに、自分を大切にすることと、

他者を大切にすることとは、全く同じことです。他者の何かをいい加減にしてしまうことは、自分の

何かをいい加減にしていることに等しいのです。自分を大事にすると、他者への思いやりが生まれて

きます。他者を思いやると、もっと自分を大事に思うようになります。 

 

最後になりましたが、保護者・地域・関係者の皆様、９月７日（日）９時１０分から、体育祭の開

会式を始めさせていただきます。口加生の元気で清々しい姿をご覧いただき、ご声援していただきま

すよう、お願い申し上げます。 

 

 

９月 行事予定表 

１日（月） 
始業式  生徒会役員任命式        

体育祭練習  頭髪服装検査 １３日（土） 

3年対外マーク模試（～9/14）                

島原半島合同音楽祭         

進学ゼミナール  2年チーム東大        ２日（火） 体育祭練習 

３日（水） 体育祭予行 １４日（日） 
バスケ中地区リーグ（～9/15） 

アクアスロン（国体公開競技） 

４日（木） 代休日（9/6） １７日（水） 生徒会各種委員会 

５日（金） 予行予備日 １８日（木） Ｌ：薬物乱用防止講座 

６日（土） 体育祭会場設営 ２０日（土） 

全学年補習  2年小論模試 

ソフトボール県新人戦（～２１日） 

ソフトテニス地区新人戦（～２１日） 

７日（日） 体育祭   国家一般試験日 ２２日（月） 
考査時間割発表            

生徒会各種委員会任命式 

８日（月） 代休日（9/7） ２４日（水） 
補習中断  校門交通指導        

1年玉成園① 

９日（火） 補習再開（全学年） 体育祭予備日 

２５日（木） 

Ｌ：1年 3年学級独自         

2年進路講演会           

成人大学講座⑤ 
１０日（水） 

介護体験（3年生創）          

島Ｐ連理事会② 

１１日（木） 

Ｌ：1・2年役員選出 3年：学級独自     

陸上（県新人）（～9/13）          

成人大学講座④  

２６日（金） 1年玉成園② 

１２日（金） 2年生創乳幼児親子交流③              ２９日（月） 中間考査（～10/2）   職員研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口加だより 
  

平成２６年８月２９日発行 

長崎県立口加高等学校 

      第５号 

  

  
 ８月５日（火）にオープンスクールが開催さ

れ、１４０名を超える中学生が参加してくれま

した。学校紹介や吹奏楽部による演奏、入門講

座、部活動見学などが行われ、参加した中学生

の皆さんは情報収集に努めていました。 

 

 

 

 ８月２～４日の２泊３日で、２年生の学習合

宿が行われました。長時間の自学を通じて学力

の向上に励みました。ＰＴＡの方々に夕飯を準

備していただき、参加者は大満足でした。 

また１年生は、８月４～６日にかけて、２泊

３日の日程で学習合宿を

行いました。自学を通し

て学習習慣の確立を目指

し、仲間と生活を共にし、

学習に励みました。 

 

 

 

 

 

 

 
９月７日（日）に第６４回体育祭を 

開催いたします。  

皆様のお越しを心よりお待ちしております。 

なお、駐車場には限りがありますので、 

乗り合わせ等ご協力をお願いいたします。 

 

９：１０～９：３０  開会式 

９：３０～１２：００  午前の部 

１３：００～１４：５０   午後の部 

１４：５０～１５：０５   閉会式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

７月３１日（水）～８月１日（金） 

       山口市民会館で行われた、九州地区高等学校家庭クラブ連盟前期役員会と全国高等学校家庭クラブ研

究発表大会に、県高等学校クラブ生徒会長の小嶺茜さんと副会長の井上由衣さんが参加しました。 

 

８月 ２日（土）２年生が、口之津図書館おはなし会ボランティアに参加しました。 

        ３年保育選択者が、若木保育園夕涼み会にお手伝いボランティアとして参加しました。 

     

５日（火）オープンスクールで、２年生がコース紹介と模擬授業の補助員を担当しました。 

    

７日（木）有明総合文化会館で行われた、県家庭クラブ指導者養成講座に、２年生創コース５名と３年生創 

コース８名が参加しました。事務局校として来賓案内や接待などを行いました。また、小嶺茜さんが

生徒会長挨拶を、代議員会では井上由衣さんと竹下侑衣さんが予算案や行事予定を発表しました。 

 

  ２５日（月）３年生が、ウォーキング講座を受講しました。 

           講師：香蘭ファッションデザイン専門学校 熊谷朊美先生      

                  

    
雲仙合宿を終えて                  ３学年主任 村上 嘉則 

 

 

 

☆インターハイ結果報告☆ 

【陸上競技】 

男子砲丸投  幾度涼太  予選敗退 

男子円盤投  幾度涼太  予選敗退 

男子やり投  林田竜歩  予選敗退 

男子ハンマー 酒井優希  予選敗退 

男子８００  高木駿一  準決勝敗退 

女子砲丸投  渡部愛理  予選敗退 

女子円盤投  渡部愛理  決勝１１位 

  女子８００  池田和花子 準決勝敗退 

☆ＮＨＫ杯全国放送コンテスト☆ 

【放送部】３－１ 綾部美幸さんより 

入選でした。ずっと目指してきた大会で最後を締めくくること

ができました。今まで支えてくれた周りの人や、そんな素敵な出

会いをくれた放送に本当に感謝しています。部活で学んだ伝える

力、これからも大切にしたいです。 

☆たくさんのご声援ありがとうございました☆ 

 

 ８月２５日（月）に１年生

の進路ガイダンスがありまし

た。「法律」「マスコミ」「研究・

工業」「金融」「医療・福祉」

など、各分野に分かれて施設

を訪問しました。 

 

 

 

 

  

  吹奏楽部部長 松田 彩花 

  

私達は７月２９日に行われた県

吹奏楽部コンクールに出場し、銀賞

を受賞しました。金賞という目標を

達成することは出来ませんでした

が、ベストを尽くして演奏できたの

で悔いはありません。 

 また、日常では経験できない貴重

な経験をたくさんさせていただき、

吹奏楽部で活動ができてよかった

と思います。後輩の皆さんは不足部

分を補いながら今年よりよいバン

ドを作り、目標へ向かっていってく

ださい。 

 最後にこれまで応援していただ

き本当にありがとうございました。

これからも吹奏楽部をよろしくお

願いします。 

 

 

８月２５日（月）に２年生

を対象として出張講座が行わ

れました。長崎大学等から講

師の先生をお招きし、それぞ

れの進路に応じた授業を受け

ました。専門的な内容に、生

徒は目を輝かせて聞き入って

いました。 

 

      ８月１８日（月） 

 ８月９日に行われる予定であった平和学習を短縮して８月１８

日に実施しました。校長講話や放送部による朗読など「生きる」

ということについて深く考える１時間となりました。 

以下の文は校長講話の内容の一部です。 

 

ある講演会での内容を紹介し、私の話を終わります。講演者の名前は、ジェ

フリー・S・アイリッシュさんです。生まれは、アメリカ・カリフォルニア

州、今年５４歳。現在は、鹿児島県薩摩半島の山奥、土喰（つちくれ）とい

う２０世帯２７人の小さな集落に住んでいます。家族は、日本人の奥さんと、

二人の子どもさんです。ジェフリーさんには、二人の兄弟がいたそうです。

ジェフリーさんが、１２歳の時、２歳年上のお兄さんと２歳年下の弟さんが

相次いで、亡くなられたそうです。病気で亡くなられたのか、事故で亡くな

られたのかについては、触れられませんでした。１２歳のジェフリーさんは、

その時、次のように考えたそうです。二人の兄弟の死の意味を考えるのでは

なく、一人生かされた自分の生について、真剣に考えていこうと考えたそう

です。その後、約４０年間考え続けているとも言っていました。愉快で、ウ

イットに富み、生きていること、生かされていることを大変大事にされてい

る様子がよく理解できました。生きていることへの喜びや感謝の気持ちを、

私達一人一人が、今一度、深く考えることが大切だと思います。 

夏休み期間に入ってすぐ、７月２０日（日）から２６日（土）に、雲仙いわき旅

館において６泊７日の学習合宿を行いました。学習時間が１日１０時間以上で、生

徒にとっては慣れるまで大変な時間だったと思いますが、すべてを学習に打ち込め

る環境のもと、男子２６名、女子２６名の５２名が学習合宿を無事に終えることが

できました。また、学習合宿後半には生徒達から「１１０分の学習時間が短く感じ

るようになった」「もっと合宿をしていたい」などの声が聞かれ、充実した日々を送

ることができたと思います。 

いよいよ２学期がはじまります。この２学期は、今までの頑張りの上に「もう尐

し頑張ろう。」を積み重ねてほしいと思います。「ああしておけば良かった。」「こう

しておけば良かった。」で終わってしまうことを「やっておいて良かった。」と思え

るように、計画し実践していくことです。残されている時間には限りがあります。「あ

の時、もっとやっておけば良かった。」を無くすように「もうちょっと頑張ろう」の

計画を追加してほしいと思います。 

最後になりましたが、２３日に PTA 会長ならびに役員の皆さまから、生徒たちに

たくさんの激励をいただきました。本当にありがとうございます。また、学習に専

念できる機会を作っていただいたことに生徒共々感謝いたします。 

 


